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１．はじめに 

 自動車技術会主催 2011 年春季大会は、5月 18 日（水）

～20（金）の日程でパシフィコ横浜を会場として 

開催された。春季大会は、学術講演会と自動車技術展・

EV 技術展：人とくるまのテクノロジー展とから構成さ

れている。今年は、1992 年の開催から 20 周年を迎え、

展示会20周年記念展示や、特別企画コーナーによる「自

動車技術展の軌跡」などの紹介があった。 

 日本アルミニウム協会・自動車アルミ化委員会は、

最新の自動車技術や部品が展示される『人とくるまの

テクノロジー展 2011』と、それに平行して開催される

材料フォーラム『サスティナブルな自動車材料技術～

低環境負荷と魅力ある車の実現のために～』に参加し、

自動車のアルミ化や競合材に関連した最新の技術動向

や、EV・HEV をはじめとするエコカーの開発動向などを

調査した。 

その概要を報告する。 

 

 

２．人とくるまのテクノロジー展 2011 

 今年で第 20 回目の開催となる自動車技術展・EV 技術

展『人とくるまのテクノロジー展 2011』は、出展社数

が 370 社*1)(昨年 397 社)、入場者数が 52,308 人(昨年

70,947 人)であった。過去最高の入場者数を記録した昨

年には及ばなかったものの、5万人を超える多数の方が

来場した。 

*1）自動車：14 社、部品：107 社、材料：66 社、 

ﾃｽﾃｨﾝｸﾞ：91 社、CAE ｿﾘｭｰｼｮﾝ：28 社、 

ｶｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ：18 社、R&D・出版・団体：41 社 

ﾄﾞﾗｲﾌﾞﾚｺｰﾀﾞｰ他 5 社 

 

 

2.1.概要 

今年は、3 月 11 日に発生した東日本大震災により日

本経済は大打撃を受け、サプライチェーンが途絶し、

生産や物流に影響が出ており、特に自動車メーカはこ

の影響が大きく、震災直後は工場の操業停止や大幅な

減産を余儀なくされた。徐々に回復の兆しをみせては

いるが、震災前の状態に戻るにはもうしばらく時間が

かかるものと思われる。 

また、2 年半前のリーマン・ショックの時のように、

自動車産業が低迷し、それに伴い出展社数や入場者数

が大幅に減少や規模の縮小も予想されたが、通常通り

開催することができた。 

今回は、同時期に国際会議 EVTeĆ11 が併催されたこと

も功を奏したと思われるが、環境問題に対する注目が

高まり、各自動車メーカが開発を進めている電気自動

車やハイブリッドカーなどのエコカーに強い関心や興

味も示す人が増えていることは明らかである。 

 

2.2.展示概況 

 今年は国際会議 EVTeĆ11 が併催されたこともあり、

特別企画展示として「車両電動化が拓く新しいくるま

社会～くるまが変わる/人・社会が変わる～」をテーマ

として、各社、エコカー展示をはじめ、最新の環境対

応技術の紹介があった。 

 また、昨年と同様にエコカーの試乗体験体験コーナ

ーもあり、実際に公道を走行してエコカーの魅力を体

感すること催しも実施された。 

 更に、今年は展示会２０周年記念として、「自動車技

術展の軌跡」として、過去の特別企画コーナーの様子

を映像やパネルで振り返るコーナーも開設された。 

 代表的なエコカーを写真１～６に示す。 

 

2.3.アルミ部品 

昨年同様エコカーに関連する展示が主流となってお

り、軽量化や小型化、高性能化を図ったＥＶやＨＥＶ

のインバータ冷却用ヒートシンクやパワーコントロー

ルユニットの冷却装置をはじめ、インバータやモータ

ーなどの筺体、ハーネスなどであった。 

その他、遮熱板や押出材を用いたＡＢＳユニット、

各種サスペンション部品あエンジン部品の展示があっ

た。遮熱板は自動車用として採用されているものの、

家電業界からも注目されている。自動車用に開発した

ものが他業界へも展開されることにより、今後のアル

ミ需要増が期待される。 

また、材料や加工方法を変えて軽量化や低コスト化

を実現した部品や異材質との締結技術などがみられた。

薄肉鋳造により部品点数の削減と軽量化を達成した例

として、2 輪車用フレームの試作品が展示されていた。

異材質との締結としては、特殊な表面処理によりアル

ミと樹脂を接合した冷却パネルユニットや、材料の塑

性変形の一形態である塑性流動を利用してアルミダイ

カスト材と鋼材とを締結させる技術、ＧＡ鋼板とアル

ミとの溶接接合技術などであった 

アルミ関連部品の出展内容を表１、写真７～２１に

示す。



 

 

写真１ ﾘｰﾌ EV 

（日産自動車） 

 

 写真２ ﾌﾟﾘｳｽα HEV 

（ﾄﾖﾀ自動車） 

 

写真３ ｲﾝｽﾊﾟｲﾔｰﾍﾞｰｽ PHEV 

（ﾎﾝﾀﾞ） 

 

 

写真４ ﾌﾟﾚﾏｼｰﾊｲﾄﾞﾛｼﾞｪﾝ RE ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ 

（ﾏﾂﾀﾞ） 

 写真５ MINICAB MiEV 

（三菱自動車） 

写真６ ｼﾎﾞﾚｰ VOLT EREV 

（GM） 

 
 

 

 

表１ アルミニウム関連部品の出展内容 

写真 

№ 
部位 サンプル名 材料・技術 特徴 展示会社（応用例）

7 ﾊﾞｯﾃﾘｰ ﾘﾁｳﾑｲｵﾝﾊﾞｯﾃﾘｰﾊﾟｯｸ ｱﾙﾐ箔 小型化、高出力、高容量化 日産自動車（ﾘｰﾌ） 

8 ﾊﾞｯﾃﾘｰ ｱﾙﾐｹｰﾌﾞﾙ ｱﾙﾐ２心一括ｼｰﾙﾄﾞ 高耐熱性，軽量化 矢崎総業 

9 ｼｬｼｰ クロスメンバー ｱﾙﾐﾀﾞｲｶｽﾄ 軽量化 KSM ｷｬｽﾃｨﾝｸﾞｽ 

10 ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ ｽﾌﾟｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ ｱﾙﾐ 4xxx 系 硬質ｱﾙﾏｲﾄ工程廃止、低ｺｽﾄ化 水野鉄工所 

11 ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝ ﾅｯｸﾙ、ｱｰﾑ類 ｱﾙﾐ鋳造鍛造 軽量化 SAINT JEAN INDUSTRIES

12 熱交換器 ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ冷却ﾋｰﾄｼﾝｸ 一体ロウ付け 軽量化、高冷却能 テイラド 

13 熱交換器 新統合冷却ﾓｼﾞｭｰﾙ 一体ロウ付け 軽量化、小型化、燃費改善 ｶﾙｿﾆｯｸｶﾝｾｲ 

14 熱交換器 ヒートシンク ｱﾙﾐﾀﾞｲｶｽﾄ 軽量化、高熱伝導 三菱樹脂 

15 熱交換器 PCU 冷却器 ろう付け 冷却性能向上，小型化 豊田自動織機（ﾌﾟﾘｳｽ）

16 その他 EMPS/ABS カバー ｱﾙﾐﾀﾞｲｶｽﾄ 薄肉化、加工ﾚｽ 大豊工業 

17 その他 遮熱板 ﾊﾆｶﾑ・ｴﾝﾎﾞｽ加工 軽量化、高剛性 深井製作所（ｽｲﾌﾄ） 

18 二輪 薄肉一体ﾌﾚｰﾑ 低圧鋳造 中空一体ｱﾙﾐ鋳造、軽量化 KOIWAI 

19 接合 冷却ﾊﾟﾈﾙﾕﾆｯﾄ NMT（高強度接着技術） 接着強度向上、高温強度向上 大成ﾌﾟﾗｽ 

20 接合 FCW 異材接合 ｱﾙﾐ-Fe の異種金属接合 GA 鋼板とｱﾙﾐ板のｱｰｸ/ﾚｰｻﾞ溶接 神戸製鋼所 

21 接合 中間シャフト ｱﾙﾐ-ｽﾁｰﾙ ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ構造 軽量化 ThyssenKrupp 

 

 

 

 

 



 

 

写真７ ﾘﾁｳﾑｲｵﾝﾊﾞｯﾃﾘｰﾊﾟｯｸ(ﾘｰﾌ) 

（日産自動車） 

 写真８ ｱﾙﾐｹｰﾌﾞﾙ 

（矢崎総業） 

写真９ ｸﾛｽﾒﾝﾊﾞ 

（KSM ｷｬｽﾃｨﾝｸﾞｽ） 

 

 

写真１０ ｽﾌﾟｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ 

（水野鉄工所） 

 写真１１ ﾅｯｸﾙ・ｱｰﾑ類 

（SAINT JEAN INDUSTRIES） 

写真１２ ｲﾝﾊﾞｰﾀ冷却ﾋｰﾄｼﾝｸ 

（ﾃｨﾗﾄﾞ） 

 

 

写真１３ 新統合冷却ﾓｼﾞｭｰﾙ 

（ｶﾙｿﾆｯｸｶﾝｾｲ） 

 写真１４ ﾋｰﾄｼﾝｸ 

（三菱樹脂） 

写真１５ PCU 冷却機 

（豊田自動織機） 

 

 

 

写真１６ EMPS ｶﾊﾞｰ/ABS ｶﾊﾞｰ 

（大豊工業） 

 写真１７ 遮熱板 

（深井製作所） 

写真１８ 大型二輪用薄肉一体ﾌﾚｰﾑ 

（ｺｲﾜｲ） 

 

 

写真１９ 冷却ﾊﾟﾈﾙﾕﾆｯﾄ 

（大成ﾌﾟﾗｽ） 

 写真２１ FCW 異材接合品 

（神戸製鋼） 

写真２１ 中間ｼｬﾌﾄ 

（ThyssenKrupp） 

  



2.4.各種競合材関連部品 

競合材としては、樹脂製のエンジン部品やサスペン

ション部品、シャシー部品の展示が多く見られた。軽

量化に加え耐熱性を向上させたシリンダーヘッドカバ

ーやエアインテークマニホールド、ラジエターコアサ

ポート、ＥＣＵハウジング、ルーフなどである。また、

環境に優しい植物由来樹脂を用いたラジエタータンク

や炭素繊維強化プラスティック（CFRP）製のホイール

なども展示されていた。 

その他、素線の直径を軸方向に沿って変化させたコ

イルバネや超ハイテン材の３次元曲げ加工技術が展示

されていた。 

競合材関連部品の出展内容を、表２及び写真２２～

２７に示す。 

 

 

 

表２ 各種競合材関連部品 

写真 

№ 
部位 サンプル名 材料・技術 特徴 展示会社（応用例）

22 ｼｬシー ﾗｼﾞｴﾀｰｺｱｻﾎﾟｰﾄ PP＋GF20％ 軽量化、ｺｽﾄ低減 ﾀﾞｲｾﾙﾎﾟﾘﾏｰ 

23 ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝ 中空ｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞ 中空化 軽量化、内面ｼｮｯﾄﾋﾟｰﾆﾝｸﾞ ﾆｯﾊﾟﾂ 

24 ｴﾝｼﾞﾝ ｼﾘﾝﾀﾞｰﾍｯﾄﾞｶﾊﾞｰ 樹脂 量化、耐熱性 昭和電工 

25 その他 燃料ﾀﾝｸ フッ素樹脂内層 耐燃料性 ﾀﾞｲｷﾝ 

26 その他 ﾓｰﾀｰｶﾊﾞｰ 発泡ｳﾚﾀﾝ+熱伝導ﾌｨﾗｰ 低ｺｽﾄ化、軽量化、防音性 東海ｺﾞﾑ 

27 その他 ｽﾍﾟｰｽﾌﾚｰﾑ部材 3 次元熱間曲げ焼入れ 軽量化、高強度、閉断面加工 住友金属/安川電機 

 

 

 

 

 

写真２２ ﾗｼﾞｴﾀｰｺｱｻﾎﾟｰﾄ 

（ﾀﾞｲｾﾙﾎﾟﾘﾏｰ） 

 写真２３ 中空ｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞ 

（ﾆｯﾊﾟﾂ） 

写真２４ ｼﾘﾝﾀﾞｰﾍｯﾄﾞｶﾊﾞｰ 

（昭和電工） 

 

 

写真２５ 燃料ﾀﾝｸ 

（ﾀﾞｲｷﾝ） 

 写真２６ ﾓｰﾀｰｶﾊﾞｰ 

（東海ｺﾞﾑ） 

写真２７ ３次元熱間曲げ焼入れ品 

（東ﾚ住友金属/安川電機） 

 

 

 
 自動車アルミ化委員会は本年も『サスティナブルな

自動車材料技術～低環境付加と魅力ある車の実現のた

めに～（企画：材料部門委員会）』に協力し、アルミニ

ウム業界から２件の話題提供を行った。 

３．材料フォーラム 

 サスティナブルと魅力というキーワードで環境、エ

ネルギー、カーボンニュートラル、CO2、資源、電気な

ど、これからの材料技術への取り組みに焦点をあてて、

今後の自動車材料技術の方向性を共有することを目的

として、材料フォーラムが企画された。 

 

 



3.1.環境と魅力を支える自動車材料 

：東 雄一氏（本田技術研究所） 

 自動車をとりまく課題として環境・資源問題がクロ

ーズアップされ、各自動車メーカーは様々な技術を開

発し、環境負荷の低減や魅力的な車創りを目指してい

る。ここでは、今日の自動車を取り巻く課題、特に環

境対応技術と魅力向上に関して、材料技術としてどの

ような取り組みが必要かが論じられた。CO2 排出量低減

に対しては、原動機の電動化や走行抵抗低減に向けた

機能材料の開発、あるいは車体の軽量化を進めるため

の高強度材料や低比重材料の開発が必要であり、今後

自動車に用いられる材料の種類も大きく変化する可能

性がある。また、自動車の魅力向上のためには、デザ

イン性の向上や消臭や抗菌作用等の付加価値を付与し

たインテリア材料の開発が重要である。 

 

 

3.2.次世代鋼製環境対応車 Future Steel Vehicle (1)

－設計コンセプトと結果概要－ 

：栗山 幸久氏（新日本製鐵） 

 世界鉄鋼協会の自動車分科会は、次世代の環境対応

車に対する鉄鋼材料による解を提示することを目的と

して、Future Steel Vehicle（FSV）というプログラム

が 2008 年に立ち上げられた。本分科会は自動車用鋼板

を製造する 17 社で構成され、2011 年春に完了し、同年

5月に世界で同時に成果報告することになり、日本では

本フォーラムで 4報に亘って報告された。FSV では、鋼

板のみによる車体設計により、性能目標を CO2 排出量

＜100g/km、軽量化 35%以上として開発が進められた。

FSV の設計プロセスは、以下の６段階のタスクに分けて

行われた。T１：スタイリング・流体解析、T2：トポロ

ジー最適化、T3：構造３G 最適化、T4：主要部位設計、

T5：全体設計（製造評価）、T6 最終最適化。車体の設計

を先進の抗張力鋼板や新しい加工技術を用いて行った

結果、上記の数値目標が達成されることが確認された。 

 

 

3.3.次世代鋼製環境対応車 Future Steel Vehicle (2)

－最適化手法を活用した構造設計－ 

：稲積 透氏（JFE スチール） 

 FSV の構造設計の特徴は、３．２で述べられたように

T1～T5 のステップで進めることにより、高強度鋼板を

最大限に活用できる点にある。ここでは、T1 のスタイ

リング・流体解析でデザインされた外形と設計空間に

対して、T２～T4 において、車体全体のトポロジー最適

化、車体構造の３G（Gauge, Grade, Geometry）最適化、

部分モデルによる主要部品の詳細な最適化について具

体例を挙げて説明がなされ、実際に適用が可能な工法

によって主要部位の軽量構造が得られたことが報告さ

れた。 

 

 

3.4.次世代鋼製環境対応車 Future Steel Vehicle (3)

－新材料と新工法による部品設計－ 

：渡辺 憲一氏（神戸製鋼所） 

 FSV の設計方法について、前報までに目標設定・設計

コンセプト・最適化手法を活用した構造設計について

示されたが、ここでは、FSV プログラムを開始する際に、

車体軽量化と安全性、コストを両立させるためにリス

トアップされた最新の各種高強度鋼板、およびその工

法が紹介された。さらに FSV の設計プロセスの T4 まで

に基本設計された車体骨格の主要部品について、実際

に適用した材料、工法および軽量化ポテンシャル、コ

ストを考慮した、それらの選択基準、適用検討事例、

成形シミュレーションによる実際の適用鋼板、板組み、

部品形状の適用検討結果の例が説明された。 

 

 

3.5.次世代鋼製環境対応車 Future Steel Vehicle (4)

－FSV を実現するための接合・組立技術－ 

：福井 清之氏（住友金属工業） 

 前報までに、鉄鋼材料のみを使用した電気自動車の

新しい設計手法及び、工法、構造について説明がなさ

れた。本報では、FSV において採用された接合技術及び、

車体の組立工程を説明すると同時に、車体性能（衝突、

剛性、NVH）、コストの検討結果が説明された。また設

計の最終チェックとして詳細設計の際に実施した T5：

全体設計（製造評価）、T6：最終最適化の手法について

説明がなされた。 

 

 

3.6.自動車車体用アルミニウム合金の特性と適用事例 

：吉田 正敏氏（神戸製鋼所） 

 アルミニウム合金は比強度が鋼材に比べて高いため、

自動車への適用が進んでいる。これまでは、エンジン

関係部品、ホイールなどに用いられるダイキャストお

よび鋳物部品が８割を占めていたが、今後は、さらな

る軽量化のため、展伸材（板材・押出材）のパネルや

フレームなどへの適用拡大が期待される。ここでは、

アルミニウム合金板と押出材の自動車車体への適用事

例を説明するとともに、成形性向上の取り組み例が紹

介された。成形性向上の方法として、アルミ合金の延

性の温度依存特性を利用する方法、加工工程を最適化

して成形性を向上する方法、および比較的新しい手法

として電磁成形を利用した成形方法が具体的に説明さ

れた。 

 

 

3.7.自動車部品へのアルミニウム押出材の適用 

：熊谷 正樹氏（住友軽金属工業） 

 自動車部品へのアルミニウム押出材の適用が進展し

ており、その製造方法と適用事例が紹介された。アル

ミニウム合金の押出には、直接押出と間接押出があり、

また中空形状の押出方式には、マンドレル方式とポー

トホール方式があり要求品質・コストにより製造方法

が選択される。自動車部品への適用例としては、カー

エアコンコンデンサ用多穴管、クラッシュボックス、

バンパーリーンフォースメント、サブフレーム、スペ

ースフレームなどが挙げられる。材料強度、耐食性、

熱伝導性、加工性などから必要な性能を選択して、最

適形状との組み合わせで、多種多様の用途が考えられ

るのが、アルミニウム合金押出材の魅力である。 

 

 



3.8.オレフィン系熱可塑性エラストラマーの機能付与

とその応用展開 

：神品 順二氏（JSR） 

 熱可塑性エラストマーは、リサイクル性向上、コス

トダウン、軽量化という市場ニーズにタイムリーに応

えてきたため急速に成長している。なかでもオレフィ

ン系熱可塑性エラストマー（以下 TOP）は、比重が 0.9

と軽量化効果が大きいこと、成形工程で発生する端材

の再利用が可能で材料歩留まりがほぼ 100%であること

から、広く応用展開がなされている。一方で、TOP への

性能改良に対する要求は絶えない。本報告では、この

ようなニーズに対応するため開発し工業化した高機能

TPOおよびTPOに機能付与した試作品について紹介され

た。具体的には、発泡加工用非架橋 TPO、PP 樹脂接着

用摺動性 TPO、PS 樹脂接着用 TPO、帯電防止 TPO、加硫

ゴム接着性 TPO につて説明された。 

 

 

3.9.自動車用塗膜の付着性の解析 

：岩田 顕範氏（日本ペイント） 

 自動車用塗膜については、その付着強さが実用上十

分なレベルにあるかどうかを評価するため、いろいろ

な慣用試験方法が適用されているが、必ずしも正確に

塗膜と基材界面の結合の強さのみを分離して定量化し

たものではなかった。本報告では、付着性を評価する

ため塗装系に力を加えたときの力学的応答がどのよう

に評価結果に影響するのかを中心に説明がなされた。

塗膜のレオロジー特性の調べ方や、それらが付着性能

にどのように反映するかを、付着に関連する自動車用

塗膜の実用付着試験の実例を挙げて述べられた。付着

性評価において、塗膜の化学的な結合力のみを分離計

測することは困難だが、塗膜の諸物性を解析すること

は、付着性の現実的な善し悪しを見積もる手法として

は有意義である。 

 

 （※2011 年春季大会フォーラムテキストより抜粋） 

 

 

４．まとめ 

 環境問題やエネルギー問題への対応に加え、安全に

対する人々の意識向上など、年々自動車に求められる

課題や要求が高まり、CO2排出量削減や脱石油社会を目

指して近年エコカーが本格的に普及してきている。 

 現時点でのエコカーの主力は、ハイブリッドカーや

電気自動車であるが、特に電気自動車はこれまでの内

燃機関車とは異なった基幹部品を必要とするため、自

動車部品サプライヤの経営戦略の見直しや産業構造の

転換も進んでいくと考えられている。 

 電気自動車の大きな課題は、航続距離と車体価格で

あり、その鍵を握っているのがバッテリーである。今

のところ、バッテリー性能の向上と低価格化に向けた

開発が先行しているものの、車体の軽量化は必要であ

り、自動車メーカはじめ部品メーカ、材料メーカが連

携して、今後も軽量材料や高強度材料の適応拡大や構

造変更などを継続して取組んでいかなければならない。

その中で、アルミ材料の適応部位を拡大させていくに

は、単に材料コストを低減させるだけでなく、材料性

能や加工性の向上や異材質との接合などの課題を克服

していくことが、アルミニウムの開発に従事する者に

課せられた使命であると感じている。 

 また、自動車が引き起こす諸問題を極力低減して自

動車による移動の自由を未来永劫まで追求しようとい

う「サステイナブル・モビリティ」の実現に向けた取

組みも必要であり、長期的な視点で技術革新を進め、

将来的に、環境問題の解決や安全性向上、交通渋滞の

緩和など、低炭素社会の実現に貢献していきたい。 

 


